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൉঵岵ら峘ଌ඄

ೣਮ崝イ崐ンスは、 ���� ফにలਟのத精密機器がਝ઼୭୆岵峳ਭ岻る振動௽૩を਄峴除岹 岣除振岤 と
い岰ૼ୒と峇のૼ୒をฌઞした除振シス崮嵈を઀୹していこ岰とਓଢを上岼た੫঵です。 ൉য়৏、 ব৔ਗに
岴岻る઄଑৬ਓ঵のਛশにಡ௒しなが峳஘رな岴௢さま峮৘ৃのニ嵤崢に੍岲峳島ણ動をன৫してまい峴ま
した。 現૔では、 除振シス崮嵈হ঵、 ૦ണଆ振ੵহহ঵、 ૦ണਝ૟ଆ振হ঵、 ௩࿹਑振ੵহহ঵、
ਫ਼ਪಎ઼হ঵、 ୾৾ 嵣 精密機器হ঵峢と幅をઁ岼て૞峴ました。

嵉ー崓峒ૹ঺峘機能峼ણ岵峁峉製品峮崝ー崻ス峘઀供峼峫峀峁峨峃

ೣਮ崝イ崐ンスは、 除振台の௧୅ૹ঺岵峳઩ま峴ました。 し岵し、 現૔では除振台峮ਫ਼ਪಎ઼の嵉嵤崓の
౿と岴௢さまの岾要஦にૢ峂たଲષ峮૽ਜを岾઀୹するૹ঺機ચを়峹峅੅峎੫঵に૗ମして岴峴ます。 岴
௢さまがೣਮ崝イ崐ンスとの਄ਬઠౠを崽嵓に岾ણ৷いた峊岻る峲岰こ島岵峳峬੗্એのଲષ、 ৖ષ岴峲峝౫
મੲਾな峓をମに峎岻て岴௢さまの岴૽にয়峋たいとઅ岲て岴峴ます。

岴௢さ峨峘ୖ਻ੰৠ峢੗岹峘઀੧岶で岷峵੫঵峼峫峀峁峨峃

ೣਮ崝イ崐ンスは、 ঽ঺のଲષ峮崝嵤崻スを઀୹するの峩では岬峴ま峅峽。 岴௢さまのୖ਻にປをൊ岻஘ر
な઀੧ができる੫঵をめ峀しています。 除振 嵣 ଆ振 嵣 ਑振ಎ઼岵峳機器ඊ൜、 ਑ఠ、 崽嵔嵤嵈ଲ੿、 精
密ഝস、 ဦোྚહ、 各種೾定、 ਲਗ現৉১য஘峢のৌૢな峓৐ੵங、 ৏ੵஙにঢ়する঵ਜをษઠと
してૐ৺することに峬岾ੈৡできます。

岴௢さ峨峒သ峍峉ਦ౅峼ベース峕৫৅峘崹ート崲ー峒峁峐๾൴峁峐岮岷峉岮峒અ岲峐岮峨峃

ৠめ峳島たல஘に়峍たଲષ等の઀୹にૃま峳峄、 岴௢さまのਝੑ஺మ岵峳振動、 ఠৌੁ、 ਉ੼଩੖ৌ
ੁ、 峇の౎に૞ਸさ峅ていた峊きス嵈嵤崢な৫৅ 嵣 ਝੑの岴ু஫いをさ峅ていた峊きたいとઅ岲ています。

岾岜ቂ岜ቇ
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৻表਄ഁ૽঺শ ៑ি岜ྯఘ

జ঵৩ਯ ��੡

੾঵品৯ パッシブ除振台 嵣 崊ク崮崋ブ除振台 嵣ଆ振ಎ઼ 嵣各種ଆ振崜嵈 嵣਑振౫ 嵣ลఠ౫ 嵣
除振ੵহ 嵣ଆ振ੵহ 嵣਑振ੵহ 嵣除振崛ン崝嵓崧ント 嵣 振動೾定఺峝ੰෲ

୾৾ৰୡಎ઼ 嵣̊ێۍ�ス崮嵤崠 嵣 嵔ン崢嵃嵓崨嵤�等
岜岜岜রఙ精機⌆ଲષ

各種定盤岜岜岜લ定盤 嵣ᄃள定盤 嵣 ス崩嵤嵓崛崊嵤定盤
岜岜岜崼嵤 嵣 崪嵤 嵣 崨ブ嵒嵍嵤⌆�、 ⌆大ഇੑ器ଲ੿ਚ�、�૱୉৙精機⌆ଲષ
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除振・光学
ೣਮサイ崐ンスは����ফの会社൉য়以来、精密除振システムなどの製ષをৢ峂઄଑体・)P'ਓ業等の生ਓ性や
ષ質の向上にఞଖして૞りました。製造業の生ਓਠৃや研究機ঢ়等で઄଑体・)P'製造ਫ਼ਪ装置、ਗ਼子顕微鏡
、ੵ作機༊、精密೾定機器などとુにೣਮサイ崐ンスの精密除振システムはણඩしています。

アライメント装置などの光学機器や真空ポンプの音を軽減する防音ボックスなど૚ர事業の்をઁ岼ております。

精密除振

精密除振システムは、床からの微振動を଩減し、振動を໻う装置のパフォーマンスを高め、生ਓや研究のਠৃに
おける生ਓ性やષ質の向上にఞଖします。઄଑体製造ਫ਼ਪ装置、)P'製造ਫ਼ਪ装置、ਗ਼子顕微鏡、精密
ੵ作機༊、精密೾定機などの装置をਗೊ振動から守ります。
精密除振システム製ષは社会の様رな作業の生ਓ性やષ質の向上に૽য়峍ています。

　　       空　ಓ　ア　ク　テ　崋　崾　除　振　嵎　ニ　ッ　ト　　　　　　 リニアアクテ崋崾除振嵎ニット 　　ཬ上型アクテ崋崾除振台

　　ཬ上型パッシ崾除振台 　　　　　　崯スク型パッシ崾除振台 　　定ೕ型パッシ崾除振台       　空気ばね嵎ニット

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

・ঽ動ステージ
・୅型੍෣
・崯スク型除振台
の�峎をパッ崙ージ৲

৭定や設計の手৑を軽減します。
　　　　　　　崚ートシステム 　　　　　　　　　　崚ートシステムઞ用୻
　　　　　　（オプシ嵏ン装ା）
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　　　　　　（オプシ嵏ン装ା）

精密除振

ೣਮ崝イ崐ンスは ���� ফのভ঺൉য়ਰਟ、 精密除振シス崮嵈な峓のଲષをৢ峂઄଑৬ 嵣 )3'ਓ঵等のেਓਙ峮
ષ質の਱上にఞଖして૞峴ました。 ଲୗ঵のেਓ現ৃ峮ଢ଼஢機ঢ়等で઄଑৬ 嵣 )3' ଲୗਫ਼ਪಎ઼、 ਗ਼৕ႀ๶ྰ、
ੵ੿機༊、 精密೾定機器な峓と共にೣਮ崝イ崐ンスの精密除振シス崮嵈はણඩしています。

崊ライ嵉ントಎ઼な峓の୾৾機器峮ઌ空嵅ンプのఠをೄ੖するଆఠ嵄ックスな峓各種হ঵の幅をઁ岼て岴峴ます。

精密除振シス崮嵈は、 ෫岵峳の๶振動を଩੖し、 振動を໻岰ಎ઼のパ崽崑嵤嵆ンスをৈめ、 েਓ峮ଢ଼஢の現ৃに
岴岻るেਓਙ峮ષ質の਱上にఞଖします。 ઄଑৬ଲୗਫ਼ਪಎ઼、 )3'ଲୗਫ਼ਪಎ઼、 ਗ਼৕ႀ๶ྰ、 精密
ੵ੿機༊、 精密೾定機な峓のಎ઼をਗೊ振動岵峳ஹ峴ます。
精密除振シス崮嵈ଲષは঺ভの஘رな੿঵のেਓਙ峮ષ質の਱上に૽য়峍ています。

除振 嵣୾৾

空岜ಓ岜崊岜ク岜崮岜崋岜ブ岜除岜振岜ユ岜ニ岜ッ岜ト 嵒ニ崊崊ク崮崋ブ除振ユニット 卓上型崊ク崮崋ブ除振台

卓上型パッシブ除振台

崚嵤トシス崮嵈
ك崒プシ嵏ンಎାق

岜崚嵤トシス崮嵈ઞ৷୻

嵣ঽ動ス崮嵤崠
嵣 ୅型੍෣
嵣 デスク型除振台
岜の � 峎をパッ崙嵤崠৲

選定峮ਝੑのু৑をೄ੖します。

デスク型パッシブ除振台 定盤型パッシブ除振台 空気ばねユニット
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機器設置床にピット（穴）を作り、その中
に空気ばね除振架台を設けたシステムです。
架台を含む機器全体の上下方向の重心
位置と、空気ばねの位置を一致させ最高の
除振性能を発揮します。質量500トンを

　　　　ピ　ッ　ト　型　除　振　台 超えるピット型除振台もご提供可能です。

フリーアクセス床下の建屋構造や配管などの
設置状況に合わせたフレーム設計をし、装置
スペックに合わせた除振要素を組み合わせて
最適なシステムをご提案します。

　　　　ク　リ　ー　ン　ル　ー　ム　架　台 床面と同一面となる様な設置が可能です。

光学

二視野顕微鏡、二軸顕微鏡など観察・アライメント用機器組み込み型特殊光学系をオーダーメイドにより
多数設計製作しております。特殊光学系は、露光装置、貼り合わせ装置等のアライメントスコープとして、
高性能の顕微鏡を提供することが出来ます。

シリコン、ガラス、セラミック基板等の材料（以下ワーク）      
上に形成したフォトレジスト等に、所定のパターン を有す   
るフォトマスクを用い、等倍露光によりパターン形成を行う
装置となります。マスク上に配置されたアライメントマークと、
ワーク上に形成されたアライメントマークとを顕微鏡により
観察しながら、手動によりXYθステージを操作してアライ  
メントを行います。  

　　　     マニュアルマスクアライナ

その他

研究室や事業所内で気になる真空ポンプの
騒音を軽減して作業環境の質を高めます。

防　音　ボ　ッ　ク　ス

ターボ分子ポンプ（TMP）やロータリーポンプ（RP）が
発生する振動を装置に伝えない継手です。

　　　　　　　直管型無振動継手

精密な装置を輸送中の振動・衝撃から守ります。

写真ご提供：ミカサ株式会社様
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装置となります。マスク上に配置されたアライメントマークと、
ワーク上に形成されたアライメントマークとを顕微鏡により
観察しながら、手動によりXYθステージを操作してアライ  
メントを行います。  

　　　     マニュアルマスクアライナ

その他

研究室や事業所内で気になる真空ポンプの
騒音を軽減して作業環境の質を高めます。

防　音　ボ　ッ　ク　ス

ターボ分子ポンプ（TMP）やロータリーポンプ（RP）が
発生する振動を装置に伝えない継手です。

　　　　　　　直管型無振動継手

精密な装置を輸送中の振動・衝撃から守ります。

写真ご提供：ミカサ株式会社様

୾৾

峇の౎

機器ਝ઼෫に崼ット كาق を੿峴、 峇のর
に空気ばね除振ཱ台をਝ岻たシス崮嵈です。
ཱ台をஅ峪機器৸৬の上ৣ্਱の੎ੱ
ਜ਼઼と、 空気ばねのਜ਼઼を঳ಱさ峅最ৈの
除振ਙચを৅มします。 質量 ��� トンを
த岲る崼ット型除振台峬岾઀୹૭ચです。

崽嵒嵤崊ク崣ス෫ৣの૦ોଡୗ峮ଦଵな峓の
ਝ઼૾யに়峹峅た崽嵔嵤嵈ਝੑをし、 ಎ઼
ス嵂ックに়峹峅た除振要素をੌ峩়峹峅て
最適なシス崮嵈を岾઀੧します。
෫એと৊঳એとなる஘なਝ઼が૭ચです。

੸ଳ৙ႀ๶ྰ、 ੸ກႀ๶ྰな峓௴௄ 嵣 崊ライ嵉ント৷機器ੌ峩੢峩型્໰୾৾௺を崒嵤崨嵤嵉イ崱に峲峴
੗数ਝੑଲ੿して岴峴ます。 ્໰୾৾௺は、 ່୾ಎ઼、 ቦ峴়峹峅ಎ઼等の崊ライ嵉ントス崛嵤プとして、
ৈਙચのႀ๶ྰを઀୹することがলਟます。

ଢ଼஢஼峮হ঵ਚ৔で気になるઌ空嵅ンプの
๱ఠをೄ੖して੿঵୭୆の質をৈめます。

崧嵤嵄ী৕嵅ンプ ك703ق 峮嵕嵤崧嵒嵤嵅ンプ ك53ق が
৅েする振動をಎ઼に஫岲ないಲুです。

精密なಎ઼をୟଛরの振動 嵣้ொ岵峳ஹ峴ます。

シ嵒崛ン、 崔ラス、 崣ラ嵇ック੦ഝ等の౫મ ������كਰৣ嵗嵤クق
上に஄ਛした崽崑ト嵔崠スト等に、 ਚ定のパ崧嵤ン�を有す���
る崽崑ト嵆スクを৷い、 等೅່୾に峲峴パ崧嵤ン஄ਛをষ岰
ಎ઼とな峴ます。 嵆スク上にଦ઼さ島た崊ライ嵉ント嵆嵤クと、
嵗嵤ク上に஄ਛさ島た崊ライ嵉ント嵆嵤クとをႀ๶ྰに峲峴
௴௄しなが峳、 ু動に峲峴 ;< ̩ス崮嵤崠をඝ੿して崊ライ
嵉ントをষいます。

崼岜ッ岜ト岜型岜除岜振岜台

ク岜嵒岜嵤岜ン岜嵓岜嵤岜嵈岜ཱ岜台

嵆ニ嵍崊嵓嵆スク崊ライナ

ଆ岜ఠ岜嵄岜ッ岜ク岜ス

ઉଵ型૮振動ಲু

除振قଆ振كパ嵔ット

୼ઌ岾઀୹؟嵇崓崝ઙૄভ঺஘
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崊ク崮崋ブ除振は、 共振現象がে峂ない、 除振効果が大きい、 ้ொૢ௦にર島る等の્শが有峴ます。
岧除振ユニット岨
除振台としてのఏ૆ଡਛは �ユニット 。台とな峴ますڭ� 空ಓと嵒ニ崊嵊嵤崧嵤の �崧イプをラインナップしています。
શ઼き崛ント嵕嵤ラにはமਡলৡが岬峴、 ਗ৖崛ン崼嵍嵤崧な峓岵峳೟上さ峅る等の嵒嵊嵤ト崛ント嵕嵤嵓が૭ચです。
岧除振台岨
卓上型の除振台で、 崐崊嵤౺がਂ要です。 崒嵤ト嵔嵁嵒ン崘シス崮嵈が਷਴嵔嵁嵓を৳峋ます。

制御方式

アクチュエーター

最大荷重

。AC100-240Vਗ਼౺が必要です؟1پ ถ಍はႨ঺嵃嵤嵈嵂嵤崠؟3پ঳৖の機種を除岹。岜岜؟2پ http://www.ssvi.co.jp を岾༮岹峊さい。
顕微鏡

電子天秤

あらさ計、形状測定器

膜厚測定器

干渉計

光学実験

各種ステージ

真円度測定器

電子顕微鏡（SEM,TEM）

シリコンウェハ用平坦度測定装置

露光装置、EB

プローバー

半導体検査装置

液晶関連装置

三次元測定機

超精密加工機

超大型装置

10～50kg

50～100kg

100～200kg

200～500kg

500～1000kg

1.0～4.0t

4.0t～

崊ク崮崋ブ除振は 共振現象がে峂ない、除振効果が大きい、้ொૢ௦にર島る等の્শが有峴ます。

除振ユニット
除振台としてのఏ૆ଡਛは�ユニット/ڭ台とな峴ます。崊ク崩嵍崐嵤崧嵤は空ಓと嵒ニ崊嵊嵤崧嵤の2種థをラインナップ。

   શ઼き崛ント嵕嵤ラにはமਡলৡが岬峴、ਗ৖崛ン崼嵍嵤崧な峓岵峳೟上さ峅る等の嵒嵊嵤ト崛ント嵕嵤嵓が૭ચです。
除振台

搭
載
質
量
で
選
ぶ

装
置
・
用
途
で
選
ぶ

仕
様
で
選
ぶ

固有値（垂直）

固有値（水平）

▼ 除振台
アクティブ

レベル調整

空気供給

製品一覧表

▼ 除振ユニット

型式

ばね要素

（リニア）

アクティブ

リニアモーター

供給型

※1

○
○
○

◎

○

◎
○

自動

空気ばね

卓上型

アクティブ

ボイスコイルモーター

不要

※1

○
○
○
◎
◎
◎
○

◎
◎
○

スプリング

自動

150kg

（標準）

アクティブ

空圧

供給型

※1

○

○

○
○
○
○
○

○
○

◎
◎
○

自動

空気ばね

（スリム）

アクティブ

空圧

供給型

※1

◎

◎
○
○
○
○

○
○

◎
◎
○

空気ばね

自動

（高性能）

アクティブ

空圧

供給型

※1

○
○
○

◎
◎

○

◎
○
○

自動

空気ばね

ଲ ષ ঳ ༮ ਀
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▼�除振台

定ೕ型 崯スク型 卓上型

制御方式 崹ッシブ 崹ッシブ 崹ッシブ 崹ッシブ 崹ッシブ 崹ッシブ

アクチュエーター

空気ばね 空気ばね 空気ばね

ଆ振崜ム ଆ振崜ム スプリング

ଆ振崜ム

供給型 供給型 供給型 供給型

密ຆ型 密ຆ型 密ຆ型 密ຆ型

不要 不要 不要

自動 自動 自動 自動

※� ※� ※� ু動

1.0～ 1.0～ �.5～ �.5～ 4.0～ 1.5～

0.5～ 0.5～ �.5～ �.5～ 4.0～ 0.8～

最大荷重

顕微鏡 ○ CD ◎�
電子天秤 ○ SD ◎
あらさ計、形状測定器 ○�2RP ◎� ○ PB-5AA
膜厚測定器 ○�2SD ○ ND
干渉計 ○�2SD ○ ND ○ PB-5AA ○

○�2SD ○ ND ○ PB-5AA ○
光学実験 ◎� ○ CDH ○ PHB-A ○
各種ステージ ◎� ○ ○
真円度測定器 ◎� ○ ○
電子顕微鏡（SEM,TEM） ○
シリコンウェハ用平坦度測定装置 ○
露光装置、EB ○
プローバー ◎� ○ ○
半導体検査装置 ○ CD ○
液晶関連装置 ◎ ○
三次元測定機 ◎ ○
超精密加工機 ◎ ○
超大型装置 ◎
10～50kg ○ ◎
50～100kg ◎ ○
100～���Ng ◎ ○
���～500kg ◎ ○ ○ ○
500～1000kg ○ ○ ○
1.0～4.0t ○ ○
4.0t～ ○ ○

◎

パッシブ除振は、空気ばね等の除振要素が有する固有値に近い周波数領域で、振動を増幅する共振現象を有しています。

除振台
   各種機器の最適な除振効果を得るため、搭載機器の大きさ、質量、除振の目的、周辺振動の周波数帯域に留意して選ぶことが必要です。
   定盤型、デスク型、卓上型の各種精密除振台をラインナップしています。
空気ばねユニット

搭
載
質
量
で
選
ぶ

仕
様
で
選
ぶ

装
置
・
用
途
で
選
ぶ

供給型

自動

固有値（水平）

ばね要素

固有値（垂直）

▼�空気ばねユニット

空気供給

レベル調整

製品一覧表

空気ばね

型式

崹ッシブ

空気ばね 空気ばね

供給型

自動

パッシブ除振は、 空気ばね等の除振要素が有する固有値に近い周波数領域で、 振動を増幅する共振現象を有しています。
岧除振台岨�
最適な除振効果を得るため、 搭載機器の大きさ、 質量、 除振の目的、 周辺振動の周波数帯域に留意して選ぶことが必要です。
定盤型、 デスク型、 卓上型の各種精密除振台をラインナップしています。
岧空気ばねユニット岨
ユニット型の空気ばねで、 ৷ಥにૢ峂てラインナップしています。

ଲ ષ ঳ ༮ ਀
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૦ണଆ振

૦ണ੟の৷ಥに適়した๱ఠ 嵣振動ৌੁを઀୹し೜஼空৑の質を
਱上さ峅ます。 ௹୕な઱ੵৰౚを੦に振動 嵣๱ఠにૢ峂た振動଩੖
૖੯をਫ਼ୈし最適ਝੑを઀੧いたします。
਌にೣਮਗ਼଍崙嵤ブ嵓シス崮嵈⌆ଲのଆ振ಎ઼を৷いた 0$)) ੵ১
に峲峴、 崐ン崠ニ崊嵒ン崘岵峳઱ੵまで঳ฮした੾঵をさ峅ていた峊いて
岴峴ます。

0$)) ੵ১

৷ಥ

ଆ振崜嵈とスパイラ嵓崠嵋ッ崕をੌ峩়峹峅たೣਮਗ਼଍崙嵤ブ嵓シス崮嵈⌆ଲ
0$)) ੵ১৷ଆ振崜嵈�(/) シ嵒嵤崢に峲峴ৰ現したৗしいଆ振೟き෫ੵ১
です。 崛ンク嵒嵤ト೟き෫をଲ੿した৏に೟上さ峅ます。

機༊ঢ়৴ؼ機༊ૄয়৬๺੤ৃ、 崐ン崠ン৅ਗ਼機、 崐嵔嵁嵤崧嵤ඕ上機、 嵅ンプ峮トランスな峓大きいఠ౺ 嵣振動౺のଆ振੦ຊ
૦ണఠ஭ঢ়৴ؼ崛ン崝嵤ト嵃嵤嵓、 崐ントランス、 ఠ௫ス崧崠崒、 ૥୼஼、 崽崋ット崵スス崧崠崒な峓ೄ้ொఠৌੁの೟き෫

0XOWL岜$GMXVWDEOH�)ORDWLQJ�)ORRU�ੵ১岜岜؟ 岜઱ੵਙ 嵣ᄭఠਙચにર島た੄ス嵂嵤ス型೟き෫ੵ১

ه১に峲るৗ型೟෫のଡୗੵ(($0ن

▦ଦ൙
▧崛ンク嵒嵤トઊਝ

▥崛ンク嵒嵤ト૴োଆૃ
パイプ

كⲠ型ೳق

▣য়上峴৖
岜ബ໿৖౫

▣ጒ௞౫
ك嵅嵒崽崋嵓嵈ق

য়上峴೹้౫قബ໿৬ك
嵇ラブ嵕ック਴ഝ崧イプW��

য়上峴੠೹้౫قബ໿৬ك
೟上৏崓ットق૦ണੵহك
嵅嵒崽崋嵓嵈
೟き෫ଠഈで崓ット

嵔嵁嵓৹ତ৷嵄イ崱
೟上৏೟き෫ଠഈで崓ット
૮ઽೠ嵊嵓崧嵓ౄᔉق૦ണੵহك

ଆ振෫岜&21ق૦ണੵহك
崛ンク嵒嵤ト௓တਘ২��1؟�PP
ல上岼���でઊਝ岹峊さい

嵅嵒崽崋嵓嵈
嵄イ崱قව崻ଵك

ଦ൙ق૦ണੵহك

��
�

����/6ټ

/6ټ

��

��
��
�

▥(/)型ଆ振ಎ઼

▥崛ンク嵒嵤ト૴োଆૃ
崸ック崊ップ౫

&21ઊਝৎ ೟上৏
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特長
・低い固有振動数
　　　固有振動数※は防振ゴム※を使用する防振装置としては低い約8～9Hzに設定することが可能です。
　　　これにより可聴域（20Hz～20kHz）すべての固体音を抑制することが可能です。
・浮き床下部の空間が最も小さい
　　　従来の防振ゴム工法は床スラブ上に配置した防振ゴムの上に浮き床を製作するため、浮き床と床スラブの空間は少なくとも
　　　H=100mm程度必要でした。
　　　MAFF工法ではMAFF工法用防振ゴムの上部を浮き床コンクリートに埋め込むため、浮き床と床スラブの空間を最低H=20
　　　mmに設計可能です。
　　　これにより浮き床・浮き基礎を大きく※、ピット高を小さく、浮き床から天井までの髙さを高くできます。
・優れた荷重支持性能
　　　100トンを超えるエンジンのような大荷重を支持できる防振浮き床を製作できます。
・優れた耐久性（クリープ特性）と信頼性（耐水性）
　　　長年ご使用いただく上で経年変化が気になるところですが、MAFF工法は浮き床天端が沈み込むクリープ現象に対する特性
　　　が高く、水回りでご利用いただける耐水性を持ち合わせています。
・少ない工種で製作可能
　　　従来の防振ゴム工法は浮き床コンクリート型枠製作のために根太やデッキプレートを用いた工事を必要としました。
　　　MAFF工法は床スラブを型枠として利用して浮き床コンクリートを打設します。そして強度発現後にリフトアップします。
　　　根太やデッキプレートが不要なため現場で溶接や金物加工が無く火気使用が有りません。
・水平レベルを調整可能
　　　浮き床を製作後リフトアップし天端の水平レベルを調整します。
　　　防振材の設置前に必要なレベルプレートや細やかなレベル調整は必要ありません。
　　　設置前の下地は鏝（コテ）１回押えで下地調整をお願いします。

※固有振動数とは
バネマス系の防振装置においてバネである防振材とこれが支持するマス（浮き床・浮き基礎とその上の積載物の総質量）のバランスにより固有
振動数が定まります。防振装置はすべての周波数に対し抑制効果があるわけではありません。ある周波数では悪化しある周波数では抑制効果
を発揮します。固有振動数から悪化する周波数帯と抑制される周波数帯を想定することができます。固有振動数の√2倍の周波数を境にそれ
以下では悪化し、それ以上では抑制されます。浮き床・浮き基礎の防振材を選定するうえで固有振動数は重要な指数といえます。

※防振ゴムを用いた防振・遮音施工
防振ゴムは、施工性が良い、ばね定数が選べる、共振時の振幅が過大にならない、など使い勝手が良いので防振施工に広く用いられます。
浮き床と積載荷重を支持する防振系の固有振動数を防振ゴムの仕様・個数で設定できるので、防振効果に応じた設計が可能となり、固有
振動数を10Hz以下に設定することもできます。約10Hz程度にすることにより固体伝搬音の低減に十分な効果を得ることが可能になります。

※防振浮き床・防振基礎について
バネマス系の防振装置において固有振動数
が同じであればマスの質量が大きいと振幅は
小さくなります。
つまりマスの質量が大きければ揺れは小さく、
小さければ揺れは大きくなります。
逆に質量が同じであれば固有振動数を低く
すると揺れは大きくなります。
マスの質量を大きくし固有振動数を低くする
ことが浮き床・浮き基礎において理想的です。

્শ
嵣଩い固有振動数

嵣೟き෫ৣ৖の空৑が最峬৵さい

嵣 ર島た෰੎੍੅ਙચ

嵣ર島たິ୲ਙ كク嵒嵤プ્ਙق とਦ౅ਙ ك਷ਙິق

嵣૘ないੵ種でଲ੿૭ચ

嵣਷਴嵔嵁嵓を৹ତ૭ચ

固有振動数とはپ

ଆ振崜嵈を৷いたଆ振پ 嵣ᄭఠ઱ੵ

ଆ振೟き෫پ 嵣ଆ振੦ຊに峎いて

固有振動数پはଆ振崜嵈پをઞ৷するଆ振ಎ઼としては଩い৺ ع� �+] にਝ定することが૭ચです。
こ島に峲峴૭ല域 [+��ق ع ��N+]ك す峣ての固৬ఠを೪਑することが૭ચです。

జਟのଆ振崜嵈ੵ১は෫スラブ上にଦ઼したଆ振崜嵈の上に೟き෫をଲ੿するため、 ೟き෫と෫スラブの空৑は૘な岹と峬
+ ���PPங২必要でした。
0$)) ੵ১では 0$)) ੵ১৷ଆ振崜嵈の上৖を೟き෫崛ンク嵒嵤トにඇめ੢峪ため、 ೟き෫と෫スラブの空৑を最଩
+ ��PP にਝੑ૭ચです。
こ島に峲峴೟き෫ 嵣೟き੦ຊを大き岹پ、 崼ットৈを৵さ岹、 ೟き෫岵峳ଠ੩までの❅さをৈ岹できます。

��� トンをத岲る崐ン崠ンの峲岰な大෰੎を੍੅できるଆ振೟き෫をଲ੿できます。

শফ岾ઞ৷いた峊岹上で৽ফ૗৲が気になるとこ峷ですが、 0$)) ੵ১は೟き෫ଠഈが຿峩੢峪ク嵒嵤プ現象にৌする્ਙ
がৈ岹、 ਷৚峴で岾ਹ৷いた峊岻るິ਷ਙを੅峋়峹峅ています。

జਟのଆ振崜嵈ੵ১は೟き෫崛ンク嵒嵤ト型ೳଲ੿のためにஉ୬峮デッ崕プ嵔嵤トを৷いたੵহを必要としました。
0$)) ੵ১は෫スラブを型ೳとしてਹ৷して೟き෫崛ンク嵒嵤トをઊਝします。 峇してਘ২৅現৏に嵒崽ト崊ップします。
உ୬峮デッ崕プ嵔嵤トがਂ要なため現ৃでྃம峮স੟ਸੵが૮岹ౌ気ઞ৷が有峴ま峅峽。

೟き෫をଲ੿৏嵒崽ト崊ップしଠഈの਷਴嵔嵁嵓を৹ତします。
ଆ振౫のਝ઼৐に必要な嵔嵁嵓プ嵔嵤ト峮಍峮岵な嵔嵁嵓৹ତは必要岬峴ま峅峽。
ਝ઼৐のৣ৉は₷ق崛崮ڭك৚౒岲でৣ৉৹ତを岴ൢいします。

崸崵嵆ス௺のଆ振ಎ઼に岴いて崸崵で岬るଆ振౫とこ島が੍੅する嵆スق೟き෫ 嵣 ೟き੦ຊと峇の上の஋載੟の੕質量كの崸ランスに峲峴
固有振動数が定ま峴ます。 ଆ振ಎ઼はす峣ての周波数にৌし೪਑効果が岬る峹岻では岬峴ま峅峽。 岬る周波数ではப৲し岬る周波数で
は೪਑効果を৅มします。 固有振動数岵峳ப৲する周波数帯と೪਑さ島る周波数帯を୳定することができます。 固有振動数のڝ�೅の
周波数を୆に峇島ਰৣではப৲し、 峇島ਰ上では೪਑さ島ます。 ೟き෫ 嵣 ೟き੦ຊのଆ振౫を選定する岰岲で固有振動数は੎要な
੐数とい岲ます。

ଆ振崜嵈は、 ઱ੵਙがଐい、 ばね定数が選峣る、 共振ৎの振幅がૌ大にな峳ない、 な峓ઞい৤ুがଐいのでଆ振઱ੵにઁ岹৷い峳島
ます。 ೟き෫と஋載෰੎を੍੅するଆ振௺の固有振動数をଆ振崜嵈のல஘ 嵣଻数でਝ定できるので、 ଆ振効果にૢ峂たਝੑが૭ચ
とな峴、 固有振動数を ��+] ਰৣにਝ定すること峬できます。 ৺ ��+] ங২にすることに峲峴固৬஫ဦఠの଩੖にેীな効果を得るこ
とが૭ચにな峴ます。

崸崵嵆ス௺のଆ振ಎ઼に岴いて固有振動数
が৊峂で岬島ば嵆スの質量が大きいと振幅は
৵さ岹な峴ます。
峎ま峴嵆スの質量が大き岻島ばณ島は৵さ岹、
৵さ岻島ばณ島は大き岹な峴ます。
ಗに質量が৊峂で岬島ば固有振動数を଩岹
するとณ島は大き岹な峴ます。
嵆スの質量を大き岹し固有振動数を଩岹する
ことが೟き෫ 嵣೟き੦ຊに岴いて৶୳的です。
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0$)) ੵ১೟き෫とజਟのଆ振崜嵈ੵ১೟き෫のૻຎ

岧0$)) ੵ১ವま峴୻岨

嵅リエチレン崽ィルムでുে
（෫ス嵑ブ上）

೟き෫崛ンク嵒嵤トを��f��PP೟上さ
峅るق૦ਝভ঺がઊਝした೟き෫崛ンク
嵒嵤トのਘ২が৅現した৏ك

ଆ振崜ムଦ置୻

ଆ振崜ムٔ0$))崕ット峼
෫ス嵑ブ峢ଦ置、嵅リエチ
レン崽ィルムでുে

ଦ൙ ଦ൙

0$))岜崕ット
⌆ೣਮ崝イ崐ンスଲષ

ଆ振崜ム ଆ振崜ムଦ置୻ ૮ઽೠモルタル
型ೳව崻ଵ

0$))ੵ১৷ଆ振崜嵈(/)
ೣਮਗ਼଍崙嵤ブ嵓シス崮嵈⌆ଲષ

岧జਟのଆ振崜嵈ੵ১ವま峴୻岨
೟き෫とスラブの৑は ��f��PPங২にವまる
෫スラブにઉம઱ੵする
ౌ気ઞ৷のੵহがない
೟き෫崛ンク嵒嵤トを೟上さ峅るੵহが岬る

೟き෫とスラブの৑はع������PPங২قଆ振崜嵈峥岵ৈさك
崛ンク嵒嵤トઊਝのための型ೳ峮உ୬઱ੵが必要

崕ーストンプレート（コンクリート型ೳ用）

大ਬ岷（&型඀）

য়上峴嵅嵒崐崩嵔ン崽崋嵓嵈
য়上峴嵅嵒崐崩嵔ン崽崋嵓嵈
য়上峴崘ラス崎嵤嵓
崕嵤ストンプ嵔嵤ト
大ਬきق&型ഹك
大ਬきਭプ嵔嵤ト
ଦ൙

嵅嵒崐崩嵔ン崽崋嵓嵈

シ嵤嵒ン崘

シ嵤嵒ン崘

ྃம

૮ઽೠ嵊嵓崧嵓
0$))ੵ১৷ଆ振崜嵈ق(/)シ嵒嵤崢ك

ଦ൙ல஘は೟෫ௐに峲るپ ଦ൙ல஘は೟෫ௐに峲るپ

য়上峴৅ှプラス崩ック

崘ラス崎嵤嵓
型ೳව崻ଵ
ଆ振崜嵈

਷਴嵔嵁嵓৹ତ৷嵄イ崱قව崻ଵك
嵔嵁嵒ン崘嵄嵓ト
ଦ൙

��
�

��

�� ��

)/
ټ

)/
ټ

��
�

��
�

��
�

��
�
��

پ

پ
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୽ૡ機৷ଆ振੦ຊ
୽ૡ機ഀླྀੵৃで৅েする๱ఠ 嵣振動を大幅に଩੖します。
ೣਮ崝イ崐ンスは、 ୽ૡ機岵峳の๱ఠ ҩ振動ৌੁの嵒嵤デ崋ン崘崓ンパニ嵤です。

��岜ഀླྀ機༊岵峳৅েする๱ఠを೪਑します。
��岜ഀླྀ機༊岵峳৅েする৬૎振動を೪਑します。
��岜近ๆ઱ਝ峢の୶஭を最৵଒に೪岲ます。

୽ૡ機のଆ振は、 周辺近ๆકড়にৌする振動と๱ఠਖ਻、
峇して୽ૡ機ഀླྀੵৃ৔の૙ৃ୭୆の੝ఒとい岰
大きな૽સを果たします。

嵣 ༎௮রの୽ૡ機に୶஭をଖ岲ない振動૖੯を௥たすこと。
嵣 ༎௮রの୽ૡ機岵峳৅েする固৬ఠの૦੟峢の஫୸を଩੖すること。
嵣 ઱ੵরの਍৸ਙ、 નৰਙがન৳さ島峎峎଩崛ストで岬ること。

ଽ岹は൏きෛで੦ຊを੍੅するએ੍੅ੵ১、 ৏にຍ৲崛嵓クで周೧岵峳໿જ峴しଆ振崜嵈が෫એで੍੅するਡ੍੅ੵ১に
૗峹峍ていきました。 峇の৏ৈசഀླྀとഀླྀ精২の਱上に峲峴ଆ振੦ຊ峢の要੷ਙચがৈま峍ていきました。
近ফではଆ振崜嵈にਸ岲્໰৅ှ崎嵔崧ンをଆ振౫にઞ৷するએ੍੅ੵ১峬఼৷さ島て岴峴ৰౚが増岲て岴峴ます。

⋇ଆ振ਝੑの岾઀੧

⋈઱ੵੑ઺

⋉઱ੵ

⋊ਫ਼઒ 嵣નੳ

嵣೟き੦ຊの要੷হඨのનੳ
嵣ଆ振౫の選定、 嵔イ崊崎トをஅ峪ଆ振ੑ઺の岾઀੧

嵣૦ണੵহにੌ峩੢峽峊઱ੵੑ઺のয়੧

嵣௧୅ੵに峲る઱ੵ

嵣୽ૡ機༎௮ৎにૅਫさ島た೾定器で振動೾定しଆ振効果を定量的にਫ਼઒します。

୽ૡ機௧৷ଆ振崜嵈に峲るਡ੍੅ੵ১ٴ

໰৅ှ崎嵔崧ンએ੍੅ੵ১્ٴ

௧৷ଆ振崜嵈に峲るਡ੍੅ੵ১に৅ှ౫をણ৷しએ੍੅ੵ১の嵉嵒ットをੌ峩ো島たੵ১です。
ଆ振౫の嵔イ崊崎トのঽ૓২がৈ岹୽ૡ機と೟き੦ຊの੎ੱ崸ランスに়峹峅たਝ定が૭ચです。
௧৷ଆ振崜嵈は૦੟৊஘のິ৷ফ数がৄ੢ま島、 ೟き੦ຊは୽ૡ機のಌৗ৏峬ಲਢしてઞ৷が૭ચです。

�� ফਰ上のິ৷ফ数岵峎大෰੎を੍੅できる્໰৅ှ崎嵔崧ンに峲るੵ১です。
ஆয়৅ှを৔৖に஄ਛしৈいਙચを৅มするଆ振౫に峲峴೟き੦ຊをએ੍੅します。
近ফでは੗岹の఼৷ৰౚが岬峴ます。

୽ૡ機にଆ振が必要な৶૓

৶୳的なଆ振とは

୽ૡ機ଆ振のഄఴ

岾઀੧岵峳઱ੵ、 ਫ਼઒೾定まで

岜୽ૡ機৷ଆ振੦ຊの嵒嵤デ崋ン崘崓ンパニ嵤ೣਮ崝イ崐ンスがঽਦを੅峍て岴൭めする৶୳的なଆ振ੵ১ܒ

ଆ振౫્ق໰৅ှ嵅嵒崎嵔崧ンكのቦહ ଆ振౫のቦહ౥ਛ ଆ振౫の上に崛ンク嵒嵤トのઊਝ
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਑振౫

1+��、 1+��

ී঵ಫಆ௩�岥࿊ஞீ岦�

਑振౫の઱ੵ૾ଙ

シ嵏崎崨ンプ岜1+��のଡਛ

ଆౌಽ਄峴હ岻૾ଙ

௩࿹の機ঢ়஼ ҩ 嵅ンプ஼ ҩક೜યの振動 嵣๱ఠを大幅に଩੖します。
また਷রଣೝఠの଩੖峮ਲஞ৹ਪ৷崷イ崮ク機器峢の୶஭଩੖に峬効果が岬峴ます。

ೣਮਗ਼଍崙嵤ブ嵓シス崮嵈঺ଲの਑振 嵣ᄭఠ౫シ嵏崎崨ンプを৷いਲஞ৹ਪ௩ 嵣௢௩ 嵣 崽崏嵒嵤な峓の௩࿹で৅েする
๱ఠの଩੖にশফ๾൴してਟました。
੝ਫਲ上য୵਍৸૖৺に੦峏きবଅઐৢ੄の型ૄੳ定਄得ଲષで、 ඀ഝな峓の਀એに࿗ഘ、 効૨峲岹振動 嵣
๱ఠを଩੖します。
઱ੵৃਚは、 機ঢ়஼ 嵣 嵅ンプ஼ 嵣ક೜ય岜な峓とな峴ます。
岜 嵣 ௩৔೜ક୭୆の੝ఒ
岜 嵣 ਲஞ৹ਪのための崷イ崮ク機器峢の୶஭଩੖
岜 嵣 ਷রఠ஭ଣೝఠの଩੖
な峓に大きな効果が岬峴ます。

ૌுのವোৰౚ
嵣௢௩ ク嵒ス崧嵓崷嵤嵊ニ嵤ق 嵣 ঩মீك�౎
嵣 ਲ上৳਍ૂ඲ଳ༶
嵣ઈୟ੄ఫਲಫಆ௩
嵣 崮ク崶ス嵤パ嵤ライナ嵤 76/
嵣 ূ਎大৾大型ଢ଼஢௩ كஜ႘ீق
嵣 峇の౎੗数

嵣 崽崏嵒嵤
嵣 大型ਲஞ௴೾ଢ଼஢௩ ك峩峳いق
嵣஥ਲർਪ௩ ك峋き峯岰ق
嵣਷ਓૂී঵৹ਪ௩ 岜౎ك৫ஞீق
嵣ఫਲธಫਚ ك਒ఖீق
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・東京大学大型研究船（白鳳丸） ・航海訓練所（銀河丸）
・その他多数

NH-S1

拘束型貼付タイプの制振材も新たなラインナップとして実績を重ねています。
一般財団法人 日本海事協会認定品

1+�6�

ਗ௴ق਀ك

਄હ੿঵ ਄હ૾ଙق෫ك

౎঺ષとのૻຎૻຎৌ象௩
1+�6�઱ੵ௩

周波数ك[+ق

๱
ఠ
嵔
嵁
嵓
ق
G%
ك

਄હ૾ଙق෢ك ਄હ૾ଙق෢ك

ਗ௴قഫك

༃൶型ቦહ崧イプの਑振౫峬ৗたなラインナップとしてৰౚを੎ねています。
঳ಹଃ੮১য�঩মਲহੈভੳ定ષ

���PP

ൖഝ འାಽ ਑振౫ ༃൶ഝ

๱ఠ
଩੖効果

8.5dB
LPSURYHPHQW

���PP
1+�6�

௩࿹用シート型制振（1+�S1） FTPコード適応品（NK)

௩௻ ੡ู ৷ಥ ஄ૄ ੳ定୞ಀ

1.
঳ઃൖഝ෫୑峴౫ )ORRU

1.�6�
��)3$��'&

୔೤ਙ上୑౫ :DOO ��)3$��&9

௩ ෫ ෢ ๱ఠ>G%@
౎঺ષ઱ੵ ౎঺਑振౫ ਑振౫૮ ����
ਊ঺ષ઱ੵ 1+�6� 1+�6� ����

NH-S1 の外観と特徴▼

NH-S1の構造と認定番号▼

施工例▼

比較効果例▼

◆拘束板付で高い制振性能
◆粘着剤付で施工が簡単
◆防火区画の床・壁に適応
◆各面に対し約 40％の施工を推奨
ఏ૆崝イ崢岜���¼ ���、 ���¼ ���
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S:&&ઙ式ভ঺峘న峩
（೮ೣਮ電଍電ᵏઙ式ভ঺） রఙ精機ઙ式ভ঺峘న峩

1���ফ（ೣਮ11ফ） ೣਮਗ਼଍ਗ਼ᵏઙૄভ঺を൉ਝ

1���ফ（ೣਮ��ফ） ଆ振崜嵈ଲୗ୿ਲ਼৫઩
੎ਗ਼ ҩੇਗ਼৷ଆ振崜嵈台ವো

1���ফ（ೣਮ��ফ） ଆ振崜嵈台を৅਀

1���ফ（ೣਮ��ফ） ঩মଣଛੈভ �現 1+.�、 ড়৑ଣଛଂが৸ব
各৉に৫ਝにൣい大量のଆ振崜嵈台をವো

1���ফ（ೣਮ��ফ）
大ଚਓ৽嵃嵤嵓௢ఆのଆ振にਛ඘。 ઃいで੡ள
嵃嵤嵓で੡ଽો৉ৣளの振動をᄭ૵するため௢ఆ
の崽嵕嵤崮崋ン崘にਛ඘

1���ফ（ೣਮ��ফ） রఙ精機ઙૄভ঺を൉ਝ

1���ফ（ೣਮ��ফ） 岣ੵ੿ႀ๶ྰ崬嵤嵓ス崛嵤プ岤 ଲ੿୿ਲ਼ Ҩ
�ಀ機をವো

1���ফ（ೣਮ��ফ） ৪ব崸嵒嵤঺とૼ୒઀௚、
(/ シ嵏崎嵆崎ントૹષ৲

1���ফ（ೣਮ��ফ） (/ シ嵏崎嵆崎ント �ಀଲષを঩ম಩઺機器にವো

1���ফ（ೣਮ��ফ）
્ષ୿ਲ਼ୖをਝ઼
਷上༆のහఠ଩੖৷としてবਓ৲૞ো
ଣଛ崣ン崧嵤にଆ振崜嵈台を大量ವো.+ۃ

നಔ঵ਜ৫઩

1���ফ（ೣਮ��ফ） ଣଛ崣ン崧嵤に૦ണ৷ଆ振崜嵈台.+ۃ
岣崽嵔崕シブ嵓崠嵏イント岤 な峓大量ವো ঩ম୾৾೾定機ੵ঵ভভ৩となる

1���ফ（ೣਮ��ফ）
崛イ嵓スプ嵒ン崘ૄユニット
岣スプ嵒ン崘シ嵏崎嵆崎ント岤 を৫৅
ব৔ੂ૧ୋ༆৷崷嵓崨ン崼ン崘౫をವো

ੌয়ৰୡ台 ك�7�6&ق を૥੿ Ҩ�ಀ機を機༊
૥ୡਚにವো Ҩ 岣ス崮嵤崠ユニット岤 のಟ৬
岣大型嵆ッ崷崬崏ン崨嵤๝௱ੑ岤 をವো

1���ফ（ೣਮ�1ফ）
௩࿹をৌ象とした 岣਷রଆ振崜嵈のಎ૟১のଢ଼஢岤
੻౏をਭିし、 ଛਭ波器 � 崷イ崱嵕崽崑ン � ঽ৬の
ଆ振としてシ嵏崎崨ンプ、 崷イ崱嵕崽崑ン৷ଆ振崜嵈台
が఼৷さ島た

1���ফ（ೣਮ��ফ） 精密除振台 岣ニ嵍嵤嵆嵄嵤崱岤 を৅਀ ൮௣਩上ஏ৘にৗੵৃ౥ਛ Ҩ
岣ሑ৷嵃嵕崘ラ崽崋๝௱ੑ岤 をਝੑ౥ਛ

1���ফ（ೣਮ��ফ） 岣嵇ク嵕嵃ト嵉嵤崧嵤 330岤 をವো�ব৔ਗੂめての
岣嵃嵕崘ラ崽崋 嵣 崓嵉ラ岤 ૥੿౥ਛ

1���ফ（ೣਮ��ফ） বਓਸ਼঳ಀ機の空気ばねシス崮嵈 � 現૔の崝嵤嵄
シス崮嵈 �� ಀ機をੵ঵ૼ୒੹機༊૥ୡਚにವো 嵆崞ック Ҩ1&৷ਜ਼઼ৠめႀ๶ྰీ৺ವো

1���ফ（ೣਮ��ফ） ୾৾ੵ঵ૼ୒ଢ଼஢ੌ়に઄଑৬ଲୗ৷精密除
振台 �ಀ機をವো 岣崽崋ラ嵉ント਺୶器岤 ವো

1���ফ（ೣਮ��ফ） ਼ੀੂதৈಓਗ਼৕ႀ๶ྰ ���.9৷除振台
���WRQ� をವো

1���ফ（ೣਮ��ফ）
岣崒嵤ト嵆イク嵕嵉嵤崧岤 を動೤にವো、
றਉમの೫࿒೾定を目的とする
ਸ਼ ��৚ 5�� ଢ଼஢ভ �現૔のୢ৷઺൸ੲਾ৾
ভ � で嵇ク嵕嵃ト嵉嵤崧嵤の૥੿に峎いてਁ৫৅਀

ป岜୓
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ઙ式ভ঺ೣਮ崝イエンス峘న峩

1���ফ（ೣਮ��ফ） ઙૄভ঺ೣਮ崝イ崐ンス൉ਝ
除振台と୾৾機器৖ષの୿ਲ਼目的としてਝয়

1���ফ（ೣਮ��ফ） ୽ૡ機のଆ振੍੅をৰ઱
ব৔ੂ �P¼ ���P���WRQ 大型動的嵃嵕崘ラ嵈除振シス崮嵈をವো

1���ফ（ೣਮ��ফ） 大型ြୗプ嵔スのଆ振を大量ਭି
່୾機৷除振台を大量ವো

1���ফ（ೣਮ��ফ） த /6, ৷除振台をವো
1���ফ（ೣਮ��ফ） ੖ဃહਸ崷ニ崓嵈定盤્໰਷਴除振機ଡહ除振シス崮嵈 岣崝嵤嵄シス崮嵈 26岤 を৅਀

1��1ফ（ೣਮ��ফ） ா଩ആಎ઼௧৷大型除振台ವো
ਗ਼৕ႀ๶ྰ৷崼ット型除振台をವো

1���ফ（ೣਮ��ফ） ਕઃ੪೾定機৷除振台をವো
1���ফ（ೣਮ��ফ） デスク型除振台 岣シ嵏崎デスク岤 を৅਀
1���ফ（ೣਮ��ফ） ৵型卓上除振台 岣3%��岤 を৅਀

1���ফ（ೣਮ��ফ） ৼெਉੵৃに大型ਸ振ৰୡ台を଑ো
৵型卓上除振台 岣3% シ嵒嵤崢Ӣ �5岤 を৅਀

1���ফ（ೣਮ�1ফ） বਓੂ崊ク崮崋ブ除振台をವো
1���ফ（ೣਮ��ফ） 精密除振台崝嵤嵄シス崮嵈崐崛崶嵇嵤崧イプ 岣25(岤 を৅਀

1���ফ（ೣਮ��ফ）
ඊ൜૦੟৷除振台をল෰
/6, ଲୗ৷বਓਸ਼঳ಀ機空ಓ崊ク崮崋ブ除振台 岣9,3岤 をವো
峎岹ば৉ય�ੵ঵ૼ୒੹な峓に大型除振台を大量ವো

1���ফ（平ਛ元ফ）
670৷崊ク崮崋ブ除振台をವো
தৈಓਗ਼৕ႀ๶ྰ৷除振台 ���WRQ をವো�ਰ৏ ���� ফまでにੑ �台ವো
精密除振台崝嵤嵄デスク Ҧ1'ҧ を৅਀

1���ফ（平ਛ�ফ） ୋయ৑୾ৢਦ機器৷除振台 ���WRQ をವো

1���ফ（平ਛ1�ফ）
ೣਮਗ਼଍ਗ਼ᵏ岵峳精密除振台にঢ়する঵ਜ୎ଵ�ৼெਉੵৃをਝ઼
空ಓ崊ク崮崋ブ除振台ವো ��� 台఍୊آ
崼ット型嵒ニ崊崊ク崮崋ブ除振台をವো

���1ফ（平ਛ1�ফ） ৈਙચ崊ク崮崋ブ除振台の৫৅にାু
ழ௝৕ੵৃ൉঵৫઩

����ফ（平ਛ1�ফ） 空ಓ崊ク崮崋ブユニットのス崮嵤崠崽崋嵤崱崽崑嵗嵤崱、 崽嵕崊崽崋嵤崱崽崑嵗嵤崱の৫৅にਛ඘
����ফ（平ਛ1�ফ） 空ಓ崊ク崮崋ブユニット 9$$9�$ を৅਀

����ফ（平ਛ1�ফ） 空ಓ崊ク崮崋ブユニット 9$$9�/ を৅਀
0$)) ੵ১ 0XOWL�$GMXVWDEOH�)ORDWLQJ�)ORRUق ੵ১ك の઱ੵを৫઩

����ফ（平ਛ1�ফ） ఁ୑のನ、 ழ௝৕ੵৃをଶমੵৃに୎ૡ

����ফ（平ਛ1�ফ） 空ಓ崊ク崮崋ブユニット 9$$9�+ を৅਀
崥嵒೾定機 �ಀ機をವো�ਰ৏ ���� ফまでにੑ �台ವো

����ফ（平ਛ1�ফ） 崔ラスഝௐ೾定機をವো�ਰ৏ ���� ফまでにੑ �台をವো
����ফ（平ਛ��ফ） ਝ૟増ਘに峲峴ଶমੵৃ岵峳ৼெਉੵৃに୎ૡ
����ফ（平ਛ�1ফ） 精密除振台崝嵤嵄デスク 岣,'岤 を৅਀
��11ফ（平ਛ��ফ） 嵒ニ崊崊ク崮崋ブユニット 9$$9�( を৅਀
��1�ফ（平ਛ��ফ） ৵型卓上除振台 岣67�; シ嵒嵤崢岤 を৅਀

��1�ফ（平ਛ��ফ）
ূ਎ম঺を૸৻িયઋি岵峳ષਆયূ大੩に୎ૡ
大ଚ੾঵ਚをਨય๽உ૊岵峳ਧયৗ঴に୎ૡ
੸ઃ੪デ崠崧嵓਺୶機'7.��� を৅਀

��1�ফ（平ਛ��ফ） தৈಓਗ਼৕ႀ๶ྰ৷除振台 ���WRQ を � 台ವো�
��1�ফ（平ਛ�1ফ） 嵒ニ崊崊ク崮崋ブユニット 9$$9�6 を৅਀
���1ফ（ഥਮ�ফ） ೣਮਗ਼଍崙嵤ブ嵓シス崮嵈ઙૄভ঺の਑振 嵣਑ఠহ঵をଁ়
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